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 年度余市町地域おこし協力隊の活動内容について、余市町地域おこし協力隊設置要綱第８条第

２号の規定により、その実績として関係書類を添えて報告致します。 

 

関係書類 

 

1, 地域おこし協力隊活動報告レポート 

  （ワイン産業支援・輸出事業・余市町ＰＲ活動） 

  



2024(令和 6)年度 地域おこし協力隊活動報告レポート 

 

 

1. ワイン産業支援 

 

① ドメーヌタカヒコでの栽培・醸造研修 

年間を通して、余市町登町のドメーヌタカヒコにて研修に参加。日本の風土を生かしたブド

ウ栽培やワイン醸造方法を学びながら支援業務を行った。ワイナリーの海外向け窓口の事務

担当・ワイナリーツアーの通訳も担当。 

 

ワイナリーでの作業風景       収穫時 

  

ワイナリーツアー通訳        ワイナリーツアー補佐 

  

  



② ワイナリー視察 

ブルゴーニュのワイナリー訪問 

ワイン産業に関しての視察を行なった。 

 

・ワイナリー視察 

2025年 2 月 11日～2月 16日 

Coche Dury ブルゴーニュ  

 

      

・樽屋視察 

2025年 2 月 12日 

Taransaud ブルゴーニュ 

 

  



 

2. 輸出事業 

 

① 余市町産ワインの輸出取引 

余市町内のワイナリーを取り纏め、海外インポーターとの窓口として交渉を行い輸出を開始

した。2022 年 12月から 7か国へ輸出開始し、2024年からは新たにスイスやオーストリアと

の取引も開始。今後も継続して定期取引・販路拡大を行う。 

 

【輸出先】 アメリカ・イギリス・フランス・スウェーデン・シンガポール・香港・スペイ

ン・デンマーク・スイス・オーストリア・ドイツ 

【輸出ワイン】 ドメーヌタカヒコ・ドメーヌモン・ドメーヌユイ 

 

② 輸出先視察 

余市町産ワインの輸出先であるフランスへ視察。今後の輸出について、パリのワイン市場調

査を行った。 

 

現地のリストに載っているドメーヌモンのページ  醸造家とのディスカッション 

     

  



 

３． 余市町ＰＲ活動 

 

① ブルゴーニュ サロン・デ・ヴァン・ジャポネイベント参加 

2025年 2月 9日 ボーヌ 

ブルゴーニュのボーヌで行われた日本ワインのＰＲイベントにドメーヌタカヒコとして参

加。来場者は約 600名。現地メディアに向けて山田堂やドメーヌユイなど町内ワイナリーの

紹介も行った。 

  

 

② La Fête des Vignerons à YOICHI（農園開放祭）2024 

2024年9月1日 余市町登地区 

余市町登地区を中心としたブドウ畑で開催する農園開放祭、余市町ラフェトに 

ドメーヌタカヒコのサポートとして参加。 

 

ブースにてワインサーブ       1日で70本以上を提供 

   

 



 

③ ワインと料理のペアリングイベント 

 

2025年 1月 30日 大阪 リーデル大阪店  

関西初となる余市ワインのプロモーションイベント。 

ミシュランスターシェフ「Restaurant LaCime（ラ・シーム）」高田裕介シェフの 

余市町の食材を使った料理に合わせて、余市町ワインのペアリング 

酒販店や飲食店関係者ら約 60人へのワインサーブを担当。 

 

   

 

＜ペアリング内容＞ 

・余市町産の「ニシンフィレ」×ドメーヌユイ「2023 A4 Chardonnay」 

・余市郡漁業協同組合が進めている新プロジェクト「余市さかなラボ」第一弾の商品 

「いくらワイン漬け」×ドメーヌタカヒコ「Nana-Tsu-Mori Pinot Noir 2021」 

 

  
 

以上 


